
研究課題名：

所属(診療科等)： 長崎県島原病院 病理診断科

研究責任者(職名)：林　德眞吉（診療部長）

共同研究機関： 【代表施設・責任医師】

東京大学医科学研究所　分子療法分野/血液腫瘍内科・教授/診療科長　　東條　有伸

【共同研究施設・研究分担者】

研究期間： ２０２１年３月３１日まで

研究目的と意義：

研究内容： ●対象となる患者さん

●利用する情報

●研究方法

問 い 合 わ せ 先 ： 【研究担当部門】

　長崎県島原病院　病理診断科

　　住所：島原市下川尻町７８９５

　　電話：0957（63）1145　　FAX　0957（63）4864

【ご意見や相談に関する窓口】(臨床研究・診療内容に関するものは除く)

　相談窓口：医療相談室　0957（63）1145

　受付時間：月～金　9:00～17：00（祝日を除く）

共同研究機関から提供された情報を研究グループにて統計解析し、患者背景や臨床的特徴に

ついて解析を行い、臨床像と診療実態を明らかにする。

病理診断に基づく成人ランゲルハンス細胞組織球症（LCH）の疫学研究

ＪＡ北海道厚生連札幌厚生病院ほか

日本病理学会が認定した全国で約６２の病理診断を実施する施設

本研究は、「LCH（ランゲルハンス細胞組織球症）と診断された成人症例を全国的に収集し、

年齢・病変の分布を含む臨床像の解析を行うことで本邦における成人LCHの実態を明らかにす

る」ことを目的としている。

昨年より、日本血液学会認定研修施設を対象として調査が行われているが、本邦の症例を十分

網羅しているとは考えにくく、診療科横断的な調査の必要性がある。

ほぼ全てのLCHは生検組織の病理学的解析で診断されるため、病理診断科を対象として調査を

行うことで本研究の目的が達成できると考えられる。

診断が確定した患者（２０１３年１月～２０１８年１２月の期間中に当院と共同研究施設で

診療したＬＣＨ患者（セカンドオピニオンで受診した患者を除く）

既存の診療録情報・検査結果を用いる。


